
歩けばまちが好きになる。
知ればもっと好きになる。

　
自
宅
に
突
然
押
し
か
け
て
き
た

業
者
に
、
貴
金
属
な
ど
を
強
引
に

安
価
で
買
い
取
ら
れ
る
と
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
保
護
を
図
る
た
め
訪
問
買

い
取
り
（
訪
問
購
入
）
に
対
す
る

規
制
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
特
定

商
取
引
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
訪
問
買

い
取
り
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
契

約
書
面
交
付
日
か
ら
８
日
以
内
な

ら
無
条
件
で
解
約
が
で
き
ま
す

（
書
面
を
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、
不
備
が
あ
っ
た
り
す
る
場

合
は
８
日
間
を
過
ぎ
て
も
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
）。
た

だ
し
、
自
動
車
、
携
行
が
容
易
な

家
電
製
品
な
ど
は
規
制
の
対
象
外

の
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
勝

手
に
訪
ね
て
く
る
業
者
は
相
手
に

し
な
い
、
家
に
入
れ
な
い
、
必
要

が
な
け
れ
ば
断
る
こ
と
で
す
。
し

つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
た
り
脅
さ
れ
た

り
し
た
ら
、
警
察
や
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　新入生全員が地域、経済、福祉など、公益に関連する31
のテーマから選択して学ぶ基礎演習 ｢公益自由研究｣ で、
私は ｢若者の投票率向上策｣ を学んでいます。
　市選挙管理委員会や遊佐町の ｢少年議会｣ の選挙に関す
る事例を学んだ後、若者の投票率低下の原因に関する資料
や文献を調査しました。その結果 ｢選挙に関心がない｣「興
味はあるが投票所がわからない」などの要因が浮かび上が
りました。現在は、選挙権を得たばかりの3年生を対象に
アンケート調査を計画しており、夏のオープンキャンパス
で調査結果の発表を予定しています。
　本学の学生が主体となり、選挙の公示前に候補予定者を
招いて公開討論会を開催して
います。今後は、学生向けの選
挙啓発活動も実施し、選挙に関
する意識の向上につなげたい
と考えています。

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117問市消費生活センター ☎26-5761
　（市役所1階まちづくり推進課内）

問市政策推進課政策推進係 ☎26-5704

問中央図書館 ☎24-2996
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若者の投票率を上げるために
西川 貴博（２年）

　
神
社
・
仏
閣
を
巡
る
「
社
ガ
ー

ル
」
や
「
寺
ガ
ー
ル
」
が
ひ
そ
か

な
ブ
ー
ム
と
か
。
酒
田
は
古こ

刹さ
つ

の

宝
庫
、
ガ
ー
ル
で
な
く
て
も
寺
社

建
築
を
巡
る
さ
ん
ぽ
も
い
い
で
す

ね
。

　
寺
町
界か

い
わ
い隈

は
、
江
戸
時
代
の
都

市
計
画
に
よ
っ
て
港
町
の
北
の
外

郭
線
に
寺
院
を
並
べ
て
で
き
た
町

並
み
で
、
慶
長
17（
１
６
１
２
）年

の
記
録
に
は
「
寺
14
、出
家
41
人
」

と
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
約
20
の

寺
院
が
連
な
り
、
東
西
の
端
に
は

上
・
下
の
日
枝
神
社
が
鎮
座
し
て

い
ま
す
。

　
寺
社
を
訪
れ
て
お
参
り
し
た
後
、

建
物
の
細
部
に
目
を
向
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
寺
町
の
主
要
な
寺
院
は
、

大
き
な
本
堂
が
特
徴
で
、
そ
の
正

面
を
南
に
向
け
て
建
っ
て
い
ま
す
。

　
軒
裏
を
見
上
げ
れ
ば
、
瓦
葺ぶ

き

の
重
厚
な
屋
根
を
柱
、
桁け

た

、
梁は

り

、

垂た
る
き木

な
ど
が
支
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
部
材
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
彫

刻
が
施
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る

で
し
ょ
う
か
。

　
火
よ
け
の
た
め
の
流
水
模
様
。

お
め
で
た
い
松
竹
梅
や
鶴
亀
。
象
、

鷹
、
千
鳥
、
ヤ
マ
バ
ト
な
ど
の
動

物
。
さ
ら
に
竜
、
朱す

ざ
く雀

、
獅
子
、

鳳
凰
、
麒き

り
ん麟

の
姿
を
刻
ん
だ
部
材

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
さ
な
が

ら
架
空
動
物
園
の
様
相
。
枇び

わ杷
、

水
仙
、牡ぼ

た
ん丹

、菊
な
ど
美
し
い
花
々

を
刻
ん
だ
社
殿
も
あ
り
ま
す
。

　
寺
社
建
築
を
彩
る
意
匠
の
数
々
。

い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
視
点
を
上

に
向
け
て
、
時
代
の
流
れ
の
中
で

息
づ
い
て

い
る
先
人

た
ち
の
見

事
な
技
を

観
賞
し
て

み
ま
せ
ん

か
。

3
 穂

ほ ふ み づ き
含月のさんぽ 

監
修
／
須
藤 

良
弘
氏

▲象、獅子、麒麟…見上げれば想像上の動物がいっぱい ▲ 雨漏りを防ぐ留蓋瓦。宝尽くしのうち、
　隠れ笠、隠れ蓑、丁字のデザイン

軒
下
の
華
麗
な
彫
刻
群

｢

訪
問
買
い
取
り｣

に

ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
が

導
入
さ
れ
ま
し
た

51
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今月 は 市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

◆図書館の本はインターネットでも検索できます。ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/

問中央図書館 ☎24-2996

vol.3
株式会社テルナイト 酒田工場
技術部 技術サービス課
石川 佳孝さん（写真右）

株式会社 テルナイト 酒田工場

ボ
ー
リ
ン
グ
に
欠
か
せ
な
い﹁
泥で
い
す
い水
﹂

　
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
石
油
、
天
然

ガ
ス
、
地
下
水
お
よ
び
温
泉
と
い
っ
た
地

下
資
源
。
こ
れ
ら
を
採
掘
す
る
に
は
、
地

下
数
千
㍍
に
お
よ
ぶ
坑こ

う
せ
い井
の
掘
削
（
ボ
ー

リ
ン
グ
）
が
必
要
で
す
。

　
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
掘
削
方
法
は
、

金
属
製
の
パ
イ
プ
の
先
端
に
刃
先
（
ビ
ッ

ト
）
を
取
り
付
け
、
そ
れ
を
回
転
さ
せ
な

が
ら
掘
り
進
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
際
、

パ
イ
プ
を
通
じ
、
特
殊
な
「
泥
水
」
を
常

に
ビ
ッ
ト
の
先
端
か
ら
送
り
出
し
ま
す
。

泥
水
は
絶
え
ず
坑
内
を
循
環
し
、
地
層
の

崩
れ
や
出
水
・
出
ガ
ス
を
防
ぐ
と
共
に
、

地
下
の
情
報
を
地
表
に
伝
達
す
る
、
人
間

で
言
え
ば
血
液
の
よ
う
な
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

日
本
唯一の
総
合
泥
水
会
社
と
し
て

　
当
社
で
は
、
泥
水
調
整
剤
な
ど
の
製
造

に
加
え
、
技
術
者
が
現
場
に
赴
き
、
泥
水

が
坑
井
の
状
況
に
応
じ
最
適
な
状
態
と
な

る
よ
う
維
持
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
製
品
と
技
術
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る

の
が
、
日
本
唯
一
の
総
合
泥
水
会
社
で
あ

る
当
社
の
強
み
。
長
年
培
っ
て
き
た
泥
水

技
術
は
、
高
層
建
築
物
の
基
礎
工
事
や
地

下
鉄
工
事
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
メ
タ

ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
開
発
や
地
熱
発
電
用

の
掘
削
、
地
震
に
よ
る
液
状
化
の
防
止
対

策
な
ど
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　登校班の班長、小学6年のかさねちゃんがすご
いのは、問題児のリュウセイにさえ一度もうんざ
りって顔をしないとこだ…。年も家庭環境も性格
もばらばらな子どもたちが、毎朝一緒に登校する
様子を生き生きとユーモラスに描く。

　阿刀田高、角田光代、佐高信ほか、多彩な
顔ぶれの作家40名が、自らの故郷への思いや、
幼少時代のエピソード、その土地が書き手と
しての自分に与えた影響などを語った回想集。
「毎日新聞」夕刊連載を補筆して単行本化。

工
場
で
は
、
製
品
の
品
質
管
理
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
研
究
・
開
発
も

行
っ
て
い
ま
す

　暑い夏はすいかがイチバン! 今日は最高の
すいかびより。うららちゃんとだいちくんは、
おじいちゃんのすいか畑にやってきました。
みんなでもぎたてのおいしいすいかを食べて
いると…。

【企業の概要】
沿　　革  昭和30年「帝石テルナイト工業株式会社」として創立、酒田市大浜に工

場を設立、昭和42年酒田市高砂に高砂分工場新設、昭和46年商号を「株
式会社テルナイト」に改称

商　　号 株式会社テルナイト
資 本 金 9,800万円
◎酒田工場
住　　所 酒田市大浜1-2-14
代 表 者 酒田工場長　佐藤 敬
従業員数 酒田工場24人
事業内容 掘削・土木・建築工事用泥水調整剤の製造、販売

かさねちゃんにきいてみな
有沢佳映／著　講談社

私だけのふるさと 作家たちの原風景

毎日新聞夕刊編集部／編　須飼秀和／画　
岩波書店

すいか ！
石津ちひろ／文　村上康成／絵

小峰書店

一
般
図
書

児
童
絵
本

中
高
生
向
け

製
造
後
、
袋
詰
め
さ
れ
た
製
品
は
、

全
国
各
地
の
掘
削
現
場
へ
出
荷
さ
れ

ま
す

酒田工場

25 酒田市広報 ［私の街さかた 2013.7.1］




